
　

国
の
予
算
編
成
で
は
、11
月
１
日
に
開

催
さ
れ
た
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

に
お
い
て
、来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け

た
議
論
が
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。８
月
末
に
各
省
庁
か
ら
提
出
さ

れ
た
概
算
要
求
額
は
、一
般
会
計
で
過
去

最
大
と
な
る
約
99
兆
２,
５
０
０
億
円
と

な
り
、国
債
費
を
除
い
た
政
策
的
経
費
の

要
求
額
を
今
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
、

5.1
％
増
と
な
る
73
兆
９,
７
０
７
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、同
会
議
で
は
、社
会
保
障
費
や

地
方
交
付
税
な
ど
も
聖
域
と
す
る
こ
と

な
く
見
直
し
を
行
な
う
と
と
も
に
、成
長

戦
略
や
防
災
対
策
に
３
兆
円
規
模
と
な

る
予
算
を
重
点
配
分
す
る「
新
し
い
日
本

の
た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」の
活
用
に

　

こ
の
た
め
、新
規
事
業
の
み
な
ら
ず
、

既
存
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、目
的
達
成

度
の
検
証
を
行
な
い
、真
に
必
要
な
事
業

の
み
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、限
ら
れ
た

財
源
の
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
配
分
を
行
な
う

こ
と
で
、市
民
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重

な
税
金
を
決
し
て
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
、最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
、来
年
度
予
算
の
編
成
に
万
全
を

尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、12
月
議
会
で
は
、予
算
議
案
５

件
、条
例
等
の
一
般
議
案
23
件
で
あ
り
、

予
算
議
案
に
つ
い
て
は
、一
般
会
計
に
お
い

て
、土
地
開
発
公
社
健
全
化
事
業
等
に

係
る
２
５
８
億
４,
４
８
９
万
８
千
円
の

補
正
を
、ま
た
、特
別
会
計
で
は
、国
民
健

康
保
険
事
業
を
は
じ
め
３
会
計
、７
億

１,
３
５
３
万
６
千
円
の
補
正
を
、企
業

会
計
で
は
、病
院
事
業
会
計
、２
億
４,
７

３
７
万
７
千
円
の
補
正
。

　

並
び
に
一
般
議
案
で
は
、「
川
口
市
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」な
ど
の
条
例
議
案

６
件
、財
産
の
取
得
議
案
１
件
、専
決
処

分
の
承
認
議
案
２
件
、公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
議
案
４
件
、市
道
路
線
の

認
定
議
案
４
件
、川
口
市
土
地
開
発
公

社
定
款
の
一
部
変
更
議
案
１
件
、地
方
債

の
起
債
に
係
る
許
可
の
申
請
議
案
１
件
、

人
事
議
案
３
件
、新
庁
舎
の
建
設
位
置
の

同
意
議
案
１
件
、議
員
提
案
意
見
書
3
件

が
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

つ
い
て
も
議
論
を
重
ね「
予
算
編
成
の
基

本
方
針
」と
し
て
取
り
ま
と
め
、予
算
案

に
反
映
さ
せ
る
と
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

 

現
在
、我
が
国
は
巨
額
の
財
政
赤
字
を

計
上
し
、公
的
債
務
残
高
も
増
加
の一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。今
後
い
か
に
経
済
成

長
を
図
り
、財
政
規
律
を
保
っ
て
い
く
の

か
、政
府
に
お
い
て
は
、極
め
て
厳
し
い
予

算
編
成
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、引
き

続
き
国
の
予
算
編
成
の
動
向
を
よ
り
一

層
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

こ
う
し
た
背
景
の
下
、本
市
の
平
成
26

年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、歳
出
で
は
、

依
然
と
し
て
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

を
は
じ
め
と
す
る
扶
助
費
の
伸
び
に
加

え
、後
期
高
齢
者
医
療
や
介
護
保
険
な

ど
の
特
別
会
計
に
お
け
る
給
付
費
の
伸

び
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、歳
入
で
は
、自
主
財
源
の
根
幹
を

な
す
市
税
収
入
に
つ
い
て
は
、前
年
度
に

比
べ
５
億
円
、０.６
％
増
を
見
込
み
、地
方

消
費
税
交
付
金
に
お
い
て
も
、15
億
円
、

33.

３
％
増
と
な
る
も
の
の
、扶
助
費
等
の

歳
出
増
に
伴
い
、財
政
調
整
基
金
か
ら
前

年
度
以
上
の
繰
入
れ
を
行
な
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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本
市
に
お
け
る
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、

三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す

市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
市
長
は
、
本

市
の
将
来
を
見
据
え
て
熟
慮
を
重
ね
て
き
た

結
果
、
新
庁
舎
の
建
設
地
に
つ
い
て「
現
本
庁

舎
敷
地
及
び
現
市
民
会
館
敷
地
」と
す
る
よ
う

判
断
を
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
な
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、「
川
口
市

庁
舎
建
設
審
議
会
」の
答
申
内
容
及
び
議
員
地

区
連
合
町
会
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、次
に
掲

げ
る
三
つ
の
観
点
に
基
づ
き
慎
重
に
検
討
を

行
な
っ
た
と
の
事
で
す
。

　
１
点
目
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
。将
来
人

口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、市
庁
舎
が
移
転

し
た
場
合
に
お
け
る
川
口
駅
及
び
現
庁
舎
周

辺
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、商
業
活
動
の
衰
退
や

地
域
の
空
洞
化
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、市
庁
舎

移
転
に
伴
う
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
厳
し
い
都
市
間
競
争
の
中
で
、
今
後

も
本
市
が
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
、
是
非
と
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。

　
２
点
目
は
、防
災
拠
点
性
及
び
建
設
コ
ス
ト

の
観
点
。「
川
口
市
庁
舎
建
設
審
議
会
」の
答
申

で
は
、い
ず
れ
も「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
Ｃ
街
区

地
域
貢
献
事
業
者
認
定
事
業
に
つ
い
て

 　

本
市
で
は
、
地
域
に
お
い
て
防
災
・

防
犯
活
動
や
清
掃
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
社
会
へ

の
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
行
な
う
事
業

者
の
皆
さ
ん
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、

今
年
度
か
ら
「
川
口
市
地
域
貢
献
事
業

者
認
定
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
自
民
党
会
派
が
中
心

と
な
っ
て
作
成
し
た
議
員
提
案
に
よ
る

川
口
市
中
小
企
業
振
興
条
例
が
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
貢
献
事
業
者
の
認
定
に
あ
た
っ

て
は
、
去
る
６
月
に
事
業
者
の
募
集
を

行
な
い
、
商
工
行
政
審
議
会
に
お
け
る

審
査
を
踏
ま
え
て
、
製
造
業
を
は
じ
め

植
木
・
花
卉
の
生
産
者
及
び
協
同
組
合

な
ど
、
16
の
事
業
者
を
地
域
貢
献
事
業

者
と
し
て
認
定
し
、
11
月
27
日
に
行

な
っ
た
産
業
功
労
表
彰
式
の
中
で
、
認

定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
代
表
的
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
赤
山
陣
屋

は
、江
戸
時
代
初
期
、時
の
関
東
郡
代
・
伊
奈
半
十

郎
忠
治
が
築
き
、
伊
奈
氏
が
１
６
３
年
間
に
わ
た

り
新
田
開
発
や
河
川
改
修
を
行
な
っ
た
際
の
拠
点

施
設
で
す
。

　

ま
た
、陣
屋
付
近
は
、こ
れ
ま
で
土
地
の
造
成
な

ど
に
よ
る
地
形
の
改
変
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
も
空
堀
や
土
塁
の
一
部
が
往
時
の
姿
を
残
し
、

緑
豊
か
な
自
然
の
中
、
郷
土
の
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
赤
山
陣
屋
を
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、「
赤
山
陣
屋
と
伊
奈
氏
」展
を
平
成
２
６
年
２
月
４
日
か
ら

３
月
30
日
ま
で
郷
土
資
料
館
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
陣
屋
が
築
か
れ
た
時
代
背
景
や
伊
奈
氏
の
偉
業
に
加
え
て
、

本
陣
や
家
臣
の
屋
敷
地
な
ど
を
再
現
し
た
模
型
を
展
示
し
、赤
山
陣
屋
が
台
地

と
低
湿
地
の
高
低
差
を
巧
み
に
利

用
し
た
、
77
h
a
の
広
大
な
用
地

を
有
す
る
陣
屋
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
、
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
展
示
会
を
通
じ
て
、
本
市

の
歴
史
遺
産
の
魅
力
を
多
く
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
頂
く
と
共
に
、
市

制
施
行
80
周
年
の
節
目
の
年
に
、

先
人
た
ち
が
築
い
た
遺
産
を
、
後

世
に
継
承
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ

ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川口市土地開発公社の経営健全化について

敷
地
」
の
方
が
優
位
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し

か
し
、
防
災
の
観
点
か
ら
不
利
と
さ
れ
ま
し
た

現
在
地
で
の
庁
舎
建
設
に
お
い
て
も
、
免
震
構

造
等
を
採
用
す
る
こ
と
で
防
災
拠
点
性
を
維

持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
建
設
コ
ス
ト
の

観
点
か
ら
も
、
市
庁
舎
を
移
転
し
た
場
合
の
用

地
取
得
費
や
跡
地
活
用
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に
庁
舎
の
建
設
コ
ス
ト

だ
け
で
は
比
較
で
き
な
い
こ
と
。

　
３
点
目
は
、議
会
で
の
議
決
に
関
す
る
観
点
。

市
役
所
の
位
置
を
変
更
す
る
た
め
に
は
、議
会

に
お
け
る
特
別
多
数
議
決
三
分
の
二
が
必
要

で
あ
る
。現
在
、新
庁
舎
は「
現
本
庁
舎
敷
地
及

び
現
市
民
会
館
敷
地
」に
建
設
す
べ
き
と
の
議

員
の
意
見
が
多
数
を
占
め
る
中
、市
庁
舎
の
移

転
に
賛
成
の
議

決
を
得
る
こ
と

は
、
極
め
て
難

し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
。

　

以
上
か
ら
、

新
庁
舎
の
建
設

地
を
判
断
し
た

も
の
で
す
。

　川口市土地開発公社の経営健全化については、これまで積極的に取り組んできた結果、平成２４年度末の保有土
地簿価総額は、約４６１億円になりました。
　そうした中、国においては、土地開発公社を含む第三セクター等の経営健全化について、その一層の推進を図るた
め、平成２１年度から２５年度までの特例として、第三セクター等の整理または再生のために必要な一定の経費を対
象にできる地方債として「第三セクター等改革推進債」が創設されていました。
　このいわゆる「三セク債」は、土地開発公社の解散あるいは一部業務廃止において活用できるもので、本市において
も、さらなる経営健全化の取り組みは喫緊の課題であることから、これまで
その活用について検討していました。
　この度、土地開発公社の業務の範囲を定めております「公有地の拡大
の推進に関する法律」に基づく業務のうち、有償譲渡の届け出及び買取り
希望の申し出による取得等の業務を廃止することにより、起債が可能であ
るとの見通しが立った事で、本市の将来にわたる財政的な負担を軽減す
ることに直接つながるこの「三セク債」を活用する事となりました。引き続き、
川口市土地開発公社の抜本的な経営健全化に鋭意取り組んでもらいた
いものです。

市
庁
舎
の

建
替
え
に
つ
い
て

　

認
定
を
さ
れ
た
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

融
資
制
度
及
び
補
助
金
に
よ
る
支
援
の
ほ

か
、
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

活
動
内
容
や
事
業
者
の
紹
介
を
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
市
内
外
に

広
く
周
知
を
図
る
な
ど
、信
用
力
の
向
上
や

事
業
経
営
の
一
助
と
な
る
よ
う
支
援
策
が

講
じ
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
知
識
や

経
験
を
地
域
貢
献
活
動
に
活
か
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
事
業
経
営
が
地
域
と
と
も

に
発
展
で
き
る
よ
う
、
認
定
事
業
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
赤
山
陣
屋
と
伊
奈
氏
」展
の
開
催
に
つ
い
て

事 業 者 の 募 集

■認定までの流れ

審査
●書類審査
●中小企業診断士による経営診断
●代表者へのヒアリング
●「チェックリスト」の内容確認など

川口市地域貢献事業者の認定を市長が決定

川口市マスコット「きゅぽらん」

※このレポートは市長の所信と報告を抜粋加筆して作成しています。
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　板橋ともゆきは、一人でも多くの市民の皆様に市政の現状や課題をお伝えするため、出
前市政報告会を行っています。「川口市政、市議会に言いたい事がある。」など、報告にと
どまらず、ざっくばらんな市政について意見交換が出来ればと思っています。ご希望の方は、
メールかＦＡＸにてご連絡下さい。お待ちしています。

出前市政
報告会！

ウェブ検索板橋智之

活動情報の
発信として

ブログ更新
中！

http://itabashi.sailog.jp/

市政全般について、板橋ともゆきについて等、どんなことでもかまいません。
ざっくばらんなご意見・ご要望をお待ちしています！

048-285-9644

FAX 048-285-9644

◆ご意見を記入して下さい。

フリガナ
お名前

住　所

電話番号

ご意見・ご要望を下さい！

送信用紙

〒　　　　　　-

ＦＡＸ
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